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子宮内膜症について

子宮内膜症は，紀元前 1600 年頃のエジプ

トのパピルスにも記されているほど古くか

ら知られている疾患ですが、その発生機序

についてはいまだに解明されていません。

現在に至るまでに複数の発生仮説が提唱さ

れていますが、病態が単純ではないために

単一の仮説で説明することは難しいようで

す。

子宮内膜症は良性疾患なのですが、子宮以

外の部位に不連続に子宮内膜組織が発生す

るという悪性腫瘍の転移に似た性格をもっ

ており、その点はほかに類をみない疾患で

す。

ライフスタイルの変化や食生活の改善など

による寿命の延長に伴い生殖年齢も伸びた

ことにより、子宮内膜症に伴う月経困難症

の症例が増えている点から子宮内膜症とは

現代病ともいわれ、女性の人生のどの場面

においても直面する病気であることがわ

かってきました。

子宮内膜症とは

子宮内膜またはそれに似た組織が何らかの

原因で、本来あるべき子宮の内側以外の場

所で発生し発育する疾患が子宮内膜症です。

20～30代の女性で発症することが多く、

そのピークは30～34歳にあるといわれて

います。

子宮内膜症は女性ホルモンの影響で月経周

期に合わせて増殖し、月経時の血液が排出

されずにプールされたり、周囲の組織と癒

着をおこしてさまざまな痛みをもたらした

りします。また、不妊症の原因にもなりま

す。

内膜症ができるところは

子宮内膜症ができやすい場所として、卵巣、

ダグラス窩（子宮と直腸の間のくぼみ）、

仙骨子宮靭帯（子宮を後ろから支える靭

帯）、卵管や膀胱子宮窩（子宮と膀胱の間

のくぼみ）などがあげられます。稀ではあ

りますが肺や腸にもできることがあります。

図に示しますように、発生場所によって一

般的な呼び名が異なっていることも興味深

いところです。

どのような症状がありますか？

代表的なものは「痛み」と「不妊」です。

痛みの中でも月経痛は子宮内膜症の患者さ

んの約90％にみられます。この他、月経時

以外にも腰痛や下腹痛、排便痛、性交痛な

どがみられます。こうした症状は20～30

歳代の女性に多く発症し、加齢による女性

ホルモン分泌の減少を境におさまります。

また、妊娠を希望する生殖年齢の女性では

「不妊」が問題となります。妊娠の希望の

ある内膜症患者さんの約30％に不妊がある

と考えられています。
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日本クラブ・医療サービス委員会からのお知らせ：
今後のより良い紙面づくりのため、皆様からのご感想やご関心の
ある医療テーマが有りましたら事務局までお寄せ下さい。
jimukyoku@nipponclub.co.uk

治療法は？

大きく分けて薬による治療と手術による治

療があり、症状の種類や重症度はもちろん、

年齢、妊娠の希望などを総合的に判断して

最適な治療法を選択していきます。

痛みに対してはまず、鎮痛剤を使用します。

効果が得られない時はホルモン量の少ない

ピル（低用量エストロゲン・プロゲスチン

配合薬／低用量ピル）を用います。視床下

部ホルモンであるGnRHの拮抗剤（アゴニ

スト）や黄体ホルモン剤などが用いられる

こともあり、女性ホルモンの分泌を抑えた

り直接病巣に作用させたりして症状を緩和

させます。

卵巣の内膜症性のう胞（チョコレートのう

胞）などの病巣部がはっきりしている場合

は、手術を考慮します。妊娠を望んでいる

場合は、病巣部のみを切除して子宮や卵巣

の正常部分を残す手術を選択します。妊娠

を望まない場合には、病巣のみの摘出に加

えて、子宮、卵巣および卵管などを摘出す

ることもあります。

長期の経過観察が必要

子宮内膜症は、どの治療法を選択しても将

来的に再発する頻度が高いことや、卵巣の

子宮内膜症性のう胞は長い年月を経ると稀

ではありますが癌化することなどから、長

期にわたる経過観察が必要です。

ジャパングリーンメディカルセンター

平川 誠（ひらかわ まこと）
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